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◆
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
報
告

　
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
４
年
度
に

繰
越
し
て
使
用
す
る
歳
出
予
算
額
の

確
定
に
伴
い
、
町
か
ら
議
会
へ
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　
報
告
さ
れ
た
内
容
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

　※
町
か
ら
報
告
の
あ
っ
た
内
容
を
事

業
ご
と
に
掲
載
し
、
金
額
は
端
数
を

調
整
し
て
表
示
し
て
い
ま
す
。
　

◆
専
決
処
分
報
告
（
増
毛
町
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

　
令
和
４
年
度
の
税
制
改
正
を
主
な

内
容
と
し
た
地
方
税
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
等
が
３
月
31
日
に
公

布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改

正
を
し
ま
し
た
。

◆
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て

◆
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組

合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

◆
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害

補
償
等
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
増
毛
町
が
加
盟
す
る
北
海
道
市
町

村
総
合
事
務
組
合
ほ
か
２
組
合
か
ら
、

組
織
団
体
の
加
入
に
伴
い
、
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て
協
議
が
あ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◆
財
産
の
購
入
に
つ
い
て

　
契
約
予
定
価
格
が
７
０
０
万
円
を

超
え
る
財
産
の
購
入
に
つ
い
て
の
提

案
が
あ
り
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

◎
購
入
物
品
　

　
オ
フ
ィ
ス
家
具
　
一
式

◎
購
入
金
額

　
６
１
０
万
７
千
１
４
５
円

◎
購
入
先

　
有
限
会
社
　
富
士
屋
商
店

◎
購
入
の
方
法

　
一
般
競
争
入
札

◆
増
毛
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
る
、
国
民
健
康
保
険
税
の

減
免
措
置
に
対
す
る
財
政
支
援
が
令

和
４
年
度
も
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
対
象

期
間
を
更
新
す
る
た
め
、
本
条
例
の

一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

◆
増
毛
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
新
型
コ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
る
、
介
護
保
険
料
の
減
免
措

置
に
対
す
る
財
政
支
援
が
令
和
４
年

度
も
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
介 2
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報

告

事

項

一

般

議

案

条
例
の
改
正

一般会計ほか６会計の補正予算を可決
新型コロナウイルス感染症拡大防止策・支援策が
補正予算に盛り込まれる

　増毛町議会第２回定例会は、会期を６月１６日から１７日までの

２日間としましたが、１６日に一般質問を行った後、一般会計ほか

６会計の補正予算、国民健康保険税条例の一部を改正する条例や介

護保険条例の一部を改正する条例などを原案可決し、会期を１日残

して閉会しました。

　審議された案件、補正予算の内容についてお知らせします。

令和４年
第２回定例会

６月１６日開催

一     

般     

会     

計

会 計

令和３年度繰越明許費繰越計算報告

事   業   名 金   額

学校感染防止事業（小学校）

学校感染防止事業（中学校）

システム改修委託事業（戸籍）

非課税世帯臨時特別給付金支給事業

増毛港港湾整備事業負担金

 90 万円

 90 万円

 176 万円

 1,348 万円

 450 万円



護
保
険
料
の
減
免
対
象
期
間
を
更
新

す
る
た
め
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正

し
ま
し
た
。

◆
増
毛
町
工
場
等
誘
致
振
興
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
租
税
特
別
措
置
法
が
改
正
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
規
定
の
条
項
ず
れ
が

生
じ
た
た
め
、
本
条
例
の
一
部
を
改

正
し
ま
し
た
。

◆
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
に
よ
る

グ
リ
ー
ン
成
長
に
向
け
た
施
策
の
充

実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

　
森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
推
進
す

る
た
め
、
木
材
生
産
・
流
通
体
制
の

強
化
、
建
築
物
の
木
造
・
木
質
化
な

ど
に
よ
る
道
産
木
材
の
需
要
拡
大
を

要
望
す
る
意
見
書
案
を
可
決
し
、
内

閣
総
理
大
臣
ほ
か
国
の
関
係
閣
僚
に

提
出
し
ま
し
た
。

◆
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意

見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
令
和
４
年
９
月
30
日
に
任
期
満
了

と
な
る
西
元
章
夫
氏
の
後
任
者
と
し

て
、
穐
田
美
惠
子
氏
の
推
薦
と
吉
田

章
氏
の
再
度
の
推
薦
に
議
会
の
意
見

を
求
め
ら
れ
、
適
任
と
し
ま
し
た
。

◆
一
般
会
計

　
歳
入
歳
出
と
も
に
、
１
億
３
１
６

８
万
６
千
円
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
非
課
税
世
帯
臨
時
特
別

給
付
金
事
業
費
補
助
金
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
確

保
事
業
費
補
助
金
及
び
前
年
度
繰
越

金
の
増
額
が
主
な
も
の
で
す
。

　
歳
出
は
、
公
共
施
設
整
備
等
基
金

積
立
金
、
車
両
購
入
費
、
非
課
税
世

帯
臨
時
特
別
給
付
金
及
び
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
費
の
増
額
と
介
護

保
険
特
別
会
計
繰
出
金
及
び
職
員
給

与
費
の
減
額
が
主
な
も
の
で
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
歳
入
歳
出
と
も
に
、
３
９
６
３
万

５
千
円
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
前
年
度
繰
越
金
の
増
額

と
一
般
会
計
繰
入
金
が
減
額
さ
れ
ま

し
た
。

　
歳
出
は
、
国
庫
支
出
金
等
返
還
金

の
増
額
と
人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費

が
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

◆
観
光
施
設
事
業
特
別
会
計

　
歳
入
歳
出
と
も
に
、
４
０
４
万
２

千
円
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
一
般
会
計
繰
入
金
の
増

額
が
主
な
も
の
で
す
。

　
歳
出
は
、
ス
キ
ー
場
費
の
報
酬
及

び
消
耗
品
の
増
額
が
主
な
も
の
で
す
。

　◆
診
療
所
事
業
特
別
会
計

　
歳
入
歳
出
と
も
に
、
４
７
１
万
８

千
円
が
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
諸
収
入
の
増
額
と
一

般
会
計
繰
入
金
が
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

　
歳
出
は
、
退
職
慰
労
金
の
増
額
と

会
計
年
度
任
用
職
員
退
職
に
伴
う
人

件
費
の
減
額
が
主
な
も
の
で
す
。

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

　
歳
入
歳
出
と
も
に
、
４
６
６
４
万

４
千
円
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
保
険
事
業
勘
定
の
前
年

度
繰
越
金
の
増
額
と
サ
ー
ビ
ス
事
業

勘
定
の
一
般
会
計
繰
入
金
の
減
額
が

主
な
も
の
で
す
。

　
歳
出
は
、
保
険
事
業
勘
定
の
償
還

金
の
増
額
と
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
の

人
件
費
の
減
額
が
主
な
も
の
で
す
。

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
歳
入
歳
出
と
も
に
、
21
万
５
千
円

が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
前
年
度
繰
越
金
及
び
一

般
会
計
繰
入
金
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

　
歳
出
は
、
人
件
費
及
び
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
納
付
金
が
増
額
さ

れ
ま
し
た
。

◆
砕
石
事
業
会
計

　
収
益
的
収
支
の
支
出
は
、
コ
ン
ベ

ヤ
の
修
繕
及
び
人
事
異
動
に
伴
う
人

件
費
の
増
額
と
消
費
税
及
び
予
備
費

が
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

　
資
本
的
収
支
の
支
出
は
、
コ
ン
ベ

ヤ
更
新
の
た
め
増
額
さ
れ
ま
し
た
。3
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令
和
４
年
第
２
回
定
例
会
で
は
、

町
長
か
ら
４
点
に
つ
い
て
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要
約
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
民
の
皆
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ま
す
。

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
状
況
に
つ
い
て

　
昨
年
４
月
下
旬
よ
り
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
開
始
し
、
６
月
10
日
現
在
、
接

種
対
象
者
の
82
％
と
な
る
３
３
０
５

名
の
方
が
３
回
目
の
接
種
を
終
え
て

い
ま
す
。
６
月
広
報
で
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
情
報
を
掲
載
し
て
い
る
と
お
り
、

７
月
か
ら
の
４
回
目
の
接
種
に
向
け

て
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
接

種
対
象
者
は
国
の
方
針
で
重
症
化
リ

ス
ク
を
考
慮
し
、
３
回
目
接
種
の
完

了
か
ら
５
か
月
が
経
過
し
た
、
60
歳

以
上
の
方
お
よ
び
18
歳
以
上
60
歳
未

満
の
基
礎
疾
患
を
お
持
ち
の
方
に
限

定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
当
町
で
も
国

の
方
針
に
の
っ
と
り
、
接
種
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
な
お
、
基
礎
疾
患
の

確
認
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
基

礎
疾
患
の
申
告
を
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
方
も
、
申
し
出
に
基
づ
き
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
案
内
し
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
控
え
て
い

た
方
も
、
希
望
に
よ
り
対
応
し
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
体
制
は
、
引
き
続

き
診
療
所
の
医
師
が
あ
た
る
こ
と
と

し
、
接
種
日
は
診
療
所
を
休
診
し
、

10
月
上
旬
に
か
け
て
約
１
７
０
０
名

の
接
種
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
接
種

会
場
は
保
健
セ
ン
タ
ー
と
し
ま
す
の

で
、
来
庁
者
用
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の

確
保
な
ど
に
十
分
配
慮
し
、
安
全
な

運
営
に
心
が
け
て
い
き
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
円
滑
な
接
種
に
つ
い
て
、
町

民
の
皆
様
と
医
療
、
介
護
従
事
者
の

皆
様
に
感
謝
を
申
し
上
げ
、
４
回
目

の
接
種
に
つ
い
て
も
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

②
明
和
園
改
築
工
事
の
進し

ん
ち
ょ
く捗
状
況
に

つ
い
て

　
昨
年
８
月
よ
り
本
体
工
事
を
開
始

し
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
養
護

老
人
ホ
ー
ム
明
和
園
の
改
築
事
業
は
、

16
か
月
の
工
事
期
間
を
経
て
、
本
年

11
月
末
に
完
成
し
、
12
月
か
ら
の
引

堀　町　長

行
　
政
　
報
　
告
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越
し
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
工
事
の

進
捗
状
況
は
、
３
月
ま
で
に
躯く

た

い体
工

事
を
終
え
、
５
月
末
現
在
の
進
捗
率

は
、
建
築
・
外
構
工
事
が
65
％
、
電

気
設
備
工
事
は
33
％
、
機
械
設
備
工

事
に
つ
い
て
は
45
％
と
、
い
ず
れ
も

計
画
ど
お
り
に
進
ん
で
い
ま
す
の
で
、

今
年
の
冬
は
暖
か
く
、
快
適
な
明
和

園
で
お
過
ご
し
頂
け
る
も
の
と
思
い

ま
す
。
工
事
完
了
ま
で
は
、
付
近
に

お
住
ま
い
の
方
を
始
め
、
町
内
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
工
事
関
係

車
輌
の
往
来
が
多
く
な
り
ま
す
が
、

引
き
続
き
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

③
春
の
農
業
、
漁
業
の
状
況
に
つ
い

て　
果
樹
に
つ
い
て
は
、
冬
期
間
の
大

雪
に
よ
っ
て
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
な
ど
の

下
枝
が
折
れ
る
被
害
に
見
舞
わ
れ
ま

し
た
が
、
開
花
、
生
育
状
況
は
平
年

よ
り
５
日
ほ
ど
早
く
推
移
し
て
い
ま

す
。
４
月
中
旬
に
は
、｢

農
作
物
霜そ
う
が
い害

予
防
対
策
推
進
本
部｣

が
設
置
さ
れ

ま
し
た
が
、
霜
も
観
測
さ
れ
ず
、
結

実
も
順
調
に
生
育
し
て
お
り
、
サ
ク

ラ
ン
ボ
は
、
平
年
よ
り
早
く
収
穫
期

に
入
る
と
予
想
さ
れ
、
リ
ン
ゴ
、
梨

に
つ
い
て
も
、
順
調
に
生
育
し
て
い

ま
す
。

　
水
稲
に
つ
い
て
は
、
春
作
業
も
順

調
に
進
み
、
育
苗
に
つ
い
て
も
病
気
、

カ
ビ
の
発
生
も
な
く
生
育
し
、
田
植

え
は
５
月
中
旬
か
ら
始
ま
り
、
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
お
お
む
ね
順
調
に
作

業
は
進
み
、
６
月
上
旬
に
は
終
了
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
天
候
に
恵
ま
れ
、

豊
穣
の
秋
を
迎
え
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

　
漁
業
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
度

の
増
毛
地
方
卸
売
市
場
の
取
扱
い
金

額
は
22
億
９
１
７
４
万
円
で
し
た
。

今
年
１
月
か
ら
５
月
末
ま
で
の
水
揚

げ
の
状
況
は
、
時し

け化
が
続
く
日
が

あ
っ
た
も
の
の
、
凪な

ぎ

が
ま
と
ま
る
日

も
あ
り
、
比
較
的
出
漁
回
数
に
恵
ま

れ
、
漁
獲
量
は
約
４
１
４
７
ト
ン
、

金
額
が
約
15
億
３
２
４
８
万
円
と
な

り
、
昨
年
同
期
に
比
べ
、
ほ
た
て
稚

貝
漁
の
増
な
ど
に
よ
り
、
漁
獲
量
で

２
３
７
３
ト
ン
、
金
額
で
１
億
５
７

５
７
万
円
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ニ
シ
ン
は
、
２
月
中
旬
に
古
茶
内
地

区
な
ど
で
群く

き来
が
見
ら
れ
、
昨
年
同

期
と
の
比
較
で
漁
獲
量
で
25
ト
ン
、

金
額
で
１
２
２
８
万
円
の
増
加
と

な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
魚
種
で
は
、

ホ
タ
テ
漁
は
、
成
貝
の
出
荷
が
昨
年

同
期
に
比
べ
１
１
３
ト
ン
ほ
ど
減
少

し
て
い
ま
す
が
、
稚
貝
出
荷
数
は
昨

年
よ
り
７
２
０
０
万
粒
増
の
２
億
６

７
０
０
万
粒
で
終
了
し
て
い
ま
す
。

え
び
漁
は
、
昨
年
同
期
に
比
べ
、
漁

獲
量
で
74
ト
ン
、
金
額
で
約
７
２
５

１
万
円
の
減
と
な
り
、
特
に
３
月
、

４
月
は
昨
年
と
比
較
す
る
と
漁
獲
量

で
86
％
、
金
額
で
74
％
の
減
少
と
な

り
、
大
変
危
惧
し
て
い
ま
し
た
が
、

５
月
に
入
っ
て
か
ら
は
、
漁
獲
量
が

昨
年
よ
り
も
若
干
減
少
し
て
い
る
も

の
の
、
単
価
は
上
が
り
、
金
額
は
昨

年
よ
り
増
加
し
、
持
ち
直
し
の
傾
向

に
あ
り
ま
す
の
で
、
安
堵
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
た
ら
漁
は
昨
年
同
期
よ

り
も
減
少
し
ま
し
た
が
、
た
こ
漁
、

黒
か
れ
い
漁
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

来
月
か
ら
は
ウ
ニ
漁
が
始
ま
り
ま
す

が
、
操
業
の
安
全
と
と
も
に
漁
模
様

に
恵
ま
れ
、
浜
が
活
気
に
溢
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

④
無
電
柱
化
に
つ
い
て

　
当
町
は
こ
れ
ま
で
、
国
、
北
海
道

に
対
し
て
、
ふ
る
さ
と
歴
史
通
り
の

無
電
柱
化
を
要
望
し
て
き
た
と
こ
ろ

で
す
が
、
こ
の
度
、
北
海
道
が
策
定

す
る
第
８
期
北
海
道
無
電
柱
化
推
進

計
画
に
、
当
町
の
要
望
区
間
が
盛
り

込
ま
れ
、
無
電
柱
化
事
業
が
実
施
さ

れ
る
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

計
画
に
お
け
る
整
備
区
間
は
、
国
が

実
施
す
る
区
間
と
合
わ
せ
て
、
弁
天

町
１
丁
目
の
増
毛
駅
か
ら
、
暑
寒
町

１
丁
目
の
暑
寒
別
橋
ま
で
と
さ
れ
、

増
毛
駅
か
ら
町
道
永
寿
暑
寒
通
と
の

交
差
点
ま
で
を
１
期
区
間
と
し
、
令

和
４
年
度
は
予
備
設
計
、
５
年
度
は

実
施
設
計
が
行
わ
れ
、
６
年
度
か
ら

工
事
が
開
始
す
る
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。
北
海
道
遺
産
に
登
録
さ
れ
て

い
る
歴
史
的
建
造
物
群
が
建
ち
並
ぶ
、

ふ
る
さ
と
歴
史
通
り
は
、
増
毛
町
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、

国
よ
り
重
要
物
流
道
路
、
緊
急
輸
送

道
路
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
無
電
柱

化
の
実
施
は
、
町
の
観
光
と
防
災
の

両
面
で
の
プ
ラ
ス
に
な
る
も
の
で
す

の
で
、
工
事
の
期
間
中
、
様
々
な
ご

協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
が
見
込
ま
れ

ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（３）市街診療所の診療体制等
　 について

（６）金融教育について

（４）合同墓建設事業について
（５）ふるさと納税ＰＲと地域
　 経済の活性化に繋げる同
　 窓会支援事業について

（７）新型コロナワクチン４回
　 目接種について
（８）職員のメンタルヘルスに
　 ついて

合羽井 達 男 議員酒 井　倫 明 議員

　今回の第２回定例会の一般質問は、本会議１日目

の１６日に行われ、５名の議員が８項目について、

質問しました。

　議員からの質問、町側の答弁の内容を要約して、

町民の皆様にお知らせします。

上 野　　 剛 議員

大 井 紀美惠 議員

小 田　　 緑 議員
（１）ワクチン接種事業について
（２）足の確保について
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○
小
田
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
(1) 

50
歳
を
過
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
る
と
帯
状
疱
疹

　
　
　
　
　
　
　
　
が
増
え
始
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
80
歳
ま
で
に
約

　
　
　
　
　
　
　
　
３
人
に
１
人
が

な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
高
齢

者
の
場
合
、
帯
状
疱
疹
後
の
神
経
痛

に
苦
し
む
人
も
多
く
い
る
。
ワ
ク
チ

ン
を
接
種
す
る
こ
と
で
発
症
率
・
重

症
化
率
・
神
経
痛
の
発
生
率
を
下
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
先
日
、
診
療
所
に
相
談
を
し
た
と

こ
ろ
、
様
々
な
課
題
が
あ
り
、
す
ぐ

に
取
り
組
む
こ
と
は
困
難
で
あ
る
よ

う
だ
。

　
近
隣
で
接
種
で
き
る
医
療
機
関
が

あ
る
の
か
。
町
内
で
も
接
種
で
き
る

体
制
を
整
え
て
ほ
し
い
が
。

(2)
子
宮
頸
が
ん
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
ワ
ク
チ

ン
接
種
は
平
成
25
年
か
ら
令
和
３
年

の
間
、
接
種
後
の
多
様
な
症
状
に
つ

い
て
十
分
に
情
報
提
供
が
で
き
な
い

時
期
が
あ
り
、
接
種
の
積
極
的
勧
奨

が
控
え
ら
れ
て
い
た
。
改
め
て
効
果

と
安
全
性
が
確
認
さ
れ
、
今
年
度
か

ら
積
極
的
勧
奨
が
開
始
さ
れ
た
が
、

当
町
の
予
防
接
種
事
業
は
ど
の
よ
う

に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

○
町
長

(1)
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
は
、
個
人
の

希
望
に
よ
り
全
額
自
己
負
担
で
接
種

す
る
任
意
接
種
の
ワ
ク
チ
ン
で
あ
り
、

50
歳
以
上
の
方
が
対
象
と
な
る
。
近

隣
で
接
種
で
き
る
医
療
機
関
に
つ
い

て
は
、
留
萌
市
内
の
一
部
の
医
療
機

関
で
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
市
街
診

療
所
で
は
現
在
、
医
師
１
名
体
制
で

診
療
を
行
っ
て
お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
４
回
目
接
種
時
に
は
、
診

療
所
を
休
診
し
て
実
施
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
業
務
の
負
担
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
が
、
診
療
体
制
を
勘
案

し
検
討
し
て
い
き
た
い
。
現
在
、
国

で
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種

化
に
つ
い
て
協
議
中
と
な
っ
て
い
る

が
、
定
期
接
種
と
な
っ
た
場
合
に
は
、

速
や
か
に
接
種
体
制
を
整
え
た
い
と

考
え
て
い
る
。

(2)
今
年
度
よ
り
定
期
接
種
の
積
極
的

勧
奨
が
再
開
さ
れ
た
の
で
、
当
町
で

も
１
１
９
名
の
対
象
者
に
個
別
で
案

内
を
し
て
い
る
。
定
期
接
種
の
対
象

者
は
「
平
成
18
年
度
か
ら
21
年
度
生

ま
れ
の
女
性
」
と
「
平
成
９
年
度
か

ら
17
年
度
生
ま
れ
の
女
性
で
、
こ
れ

ま
で
接
種
し
た
こ
と
の
な
い
方
、
及

び
３
回
目
の
接
種
が
未
完
了
の
方
」

と
な
っ
て
い
る
。
市
街
診
療
所
で
は

月
１
回
、
留
萌
市
内
医
療
機
関
で
は

３
か
所
で
個
別
接
種
を
受
け
ら
れ
る

が
、
そ
れ
以
外
の
医
療
機
関
で
も
接

種
依
頼
書
を
発
行
し
、
進
学
先
の
市

町
村
な
ど
で
接
種
が
で
き
る
体
制
と

な
っ
て
い
る
。
保
護
者
か
ら
副
反
応

や
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
相
談
を
受

け
る
こ
と
も
あ
る
が
、
担
当
保
健
師

が
個
別
に
相
談
に
応
じ
て
い
る
。
５

月
末
ま
で
の
接
種
人
数
は
７
名
で
、

心
配
さ
れ
て
い
た
重じ

ゅ
う
と
く篤
な
副
反
応
は
、

当
町
で
は
現
在
の
と
こ
ろ
発
生
し
て

い
な
い
。
今
後
も
対
象
者
及
び
保
護

者
が
安
心
し
て
接
種
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
相
談
体
制
を
整
え
医
療
機
関

と
連
携
し
て
、
安
全
に
実
施
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

○
小
田
議
員

　
帯
状
疱
疹
は
神
経
に
も
炎
症
を
起

こ
し
て
痛
み
が
現
れ
る
病
気
で
、
予

後
が
大
変
だ
と
い
う
話
を
聞
い
て
い

る
。
効
果
の
高
い
不
活
化
ワ
ク
チ
ン

は
２
回
接
種
で
、
１
回
、
税
込
み
２

万
２
千
円
程
度
と
高
額
な
ワ
ク
チ
ン

と
な
っ
て
い
る
。
諸
外
国
で
は
助
成

を
し
て
い
る
国
も
あ
る
よ
う
だ
が
、

治
療
薬
も
高
額
と
い
う
こ
と
、
予
後

が
良
く
な
い
場
合
、
何
年
も
痛
み
を

感
じ
た
り
、
ひ
ど
い
人
は
死
ぬ
ま
で

痛
み
を
抱
え
る
と
い
う
こ
と
も
聞
い

て
い
る
。
国
保
財
源
の
抑
制
に
も
繋

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
に
つ

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
に
つ

い
て
い
て

小田議員①

QA
帯た

い
じ
ょ
う
ほ
う
し
ん

状
疱
疹
・
子
宮
頸け
い

が
ん

ワ
ク
チ
ン
の
町
内
で
の
接

種
体
制
は

国
及
び
道
内
自
治
体
の
体

制
状
況
を
調
査
し
、
検
討

す
る

～ 厚生労働省ＨＰには子宮頸がんワクチンの
 　　　　　　　パンフレットが掲載されている～
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が
る
と
思
う
の
で
、
国
保
の
方
に
助

成
を
検
討
し
て
は
。

○
町
長

　
加
齢
や
疲
労
と
ス
ト
レ
ス
、
非
常

に
不
安
で
あ
る
。
不
活
化
ワ
ク
チ
ン

は
１
回
２
万
２
千
円
、
２
回
で
４
万

４
千
円
。
非
常
に
高
額
で
千
人
に
補

助
す
る
と
４
千
万
円
に
な
っ
て
し
ま

う
。
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
の
ほ
う
が
生

ワ
ク
チ
ン
と
比
べ
て
も
良
い
と
思
っ

て
お
り
、
道
内
で
も
補
助
し
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
な
の
で
、
そ
う

い
っ
た
こ
と
も
含
め
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。

○
小
田
議
員

　
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
を
余
市

町
が
男
性
に
も
拡
大
す
る
と
い
う
報

道
が
あ
っ
た
。
道
内
初
め
て
で
、
道

外
で
は
、
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
よ
う
だ
。
男
性
も
か
か
る
咽
頭
ガ

ン
や
肛
門
ガ
ン
へ
の
効
果
が
認
め
ら

れ
て
い
る
ほ
か
、
パ
ー
ト
ナ
ー
へ
の

拡
大
を
防
ぐ
利
点
も
あ
る
と
判
断
し

た
。
任
意
接
種
で
12
歳
か
ら
25
歳
ま

で
の
男
性
を
対
象
と
し
て
お
り
、
１

人
５
万
円
の
費
用
は
自
己
負
担
だ
が
、

町
は
独
自
に
全
額
を
助
成
す
る
と
の

こ
と
。
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
社
会
的

な
意
義
が
あ
る
の
か
と
思
う
が
、
当

町
も
男
性
へ
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
助
成
、
検
討
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

○
町
長

　
余
市
町
長
も
接
種
し
た
と
い
う
よ

う
な
情
報
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な

状
況
で
進
め
て
い
く
の
か
、
高
額
な

部
分
な
の
で
、
い
ろ
い
ろ
考
え
な
が

ら
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

○
小
田
議
員

(1)
あ
っ
ぷ
る
ハ
イ
ヤ
ー
は
、
多
い
日

で
15
人
以
上
利
用
す
る
な
ど
好
調
で

あ
る
と
の
報
道
が
あ
っ
た
。
周
囲
で

も
「
無
料
だ
と
依
頼
し
づ
ら
か
っ
た

が
、
有
償
に
な
っ
た
こ
と
で
気
軽
に

依
頼
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
、

好
意
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
方
が
多

い
印
象
だ
が
、
利
用
状
況
、
課
題
に

つ
い
て
現
状
は
。

(2)
町
内
に
介
護
タ
ク
シ
ー
事
業
者
が

１
件
あ
る
が
、
今
般
、
「
６
月
か
ら

運
賃
が
急
に
値
上
が
り
を
し
、
通
院

の
交
通
費
が
と
て
も
負
担
だ
」
と
い

う
声
を
聞
い
た
。
調
べ
た
と
こ
ろ
１

km
１
５
０
円
か
ら
、
１
km
２
５
０
円

と
高
額
な
金
額
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

燃
料
高
騰
の
煽
り
を
受
け
、
民
間
事

業
者
が
事
業
を
継
続
す
る
た
め
に
、

価
格
転
嫁
す
る
こ
と
は
や
む
を
得
な

く
当
然
の
判
断
だ
が
、
介
護
タ
ク

シ
ー
事
業
者
は
陸
運
局
の
許
可
を
受

け
た
公
共
交
通
事
業
者
で
も
あ
る
。

町
と
し
て
、
大
切
な
通
院
の
足
を
担

う
公
共
交
通
を
守
る
取
組
と
し
て
、

介
護
タ
ク
シ
ー
料
金
の
高
騰
に
鑑
み
、

補
助
等
の
方
策
を
検
討
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

(3)
町
か
ら
の
沿
岸
バ
ス
へ
の
年
間
の

補
助
実
績
額
、
利
用
者
数
の
実
態
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

  

文
化
セ
ン
タ
ー
や
町
役
場
な
ど
主

要
な
公
共
施
設
前
を
通
ら
な
い
状
況

で
あ
る
。
低
床
バ
ス
は
あ
る
も
の
の
、

い
つ
運
行
さ
れ
る
か
分
か
ら
な
い
た

め
、
「
段
差
の
高
い
バ
ス
が
来
る
と

乗
降
で
き
な
い
」
と
高
齢
の
利
用
者

か
ら
不
安
の
声
を
聞
い
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
状
態
で
は
利
用
増
は
望
め

ず
、
漫
然
と
補
助
額
が
増
え
る
一
方

で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
利
用
促

進
策
に
つ
い
て
、
公
共
交
通
会
議
の

課
題
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

○
町
長
　

(1)
利
用
状
況
は
、
４
月
25
日
か
ら
運

行
を
開
始
し
、
６
月
９
日
現
在
、
実

足
の
確
保
に
つ
い
て

足
の
確
保
に
つ
い
て

小田議員②

QA
実
態
調
査
を
行
い
支
援
が

で
き
る
か
、
で
き
な
い
か

判
断
し
た
い

介
護
タ
ク
シ
ー
料
金
値
上

げ
に
対
し
補
助
等
は
検
討

で
き
な
い
か

　子どものときに感染する水ぼうそうのウイルスが原因で起

こる病気です。水ぼうそうが治った後もウイルスは体内（神

経節）に潜伏していて、過労やストレスなどで免疫力が低下

すると、ウイルスが再び活性化して発症します。

　日本人の９０％以上は体内に潜伏していて、８０歳までに

３人に１人が発症する可能性があります。

　免疫力の低下が原因で発症するため、食時のバランスに気

をつけたり、睡眠を十分にとるなど、日頃からの体調管理を

心がけることが大切です。
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質
稼
働
日
数
30
日
間
、
３
３
１
人
の

利
用
が
あ
り
、
１
日
平
均
で
11
人
、

４
７
１
０
円
の
利
用
料
収
入
と
な
っ

て
い
る
。
課
題
は
使
用
車
両
が
乗
用

車
仕
様
の
た
め
、
高
齢
者
に
は
乗
り

降
り
が
困
難
で
、
座
席
シ
ー
ト
も
深

く
柔
ら
か
い
た
め
、
起
き
上
が
れ
な

い
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
ス
ラ
イ
ド

ド
ア
で
は
な
い
た
め
、
強
風
時
に
ド

ア
が
煽
ら
れ
る
危
険
性
が
あ
る
。
前

輪
駆
動
の
た
め
、
冬
期
間
の
走
行
が

不
安
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ

て
お
り
、
本
定
例
会
の
補
正
予
算
案

に
車
両
購
入
費
を
計
上
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
さ
ら
に
現
在
、
運
行
時
間

外
で
あ
る
土
日
・
祝
日
・
夜
間
に
つ

い
て
も
、
今
後
、
調
査
・
研
究
を
進

め
て
い
き
た
い
。

(2)
町
内
の
介
護
タ
ク
シ
ー
事
業
所
の

運
賃
の
値
上
げ
に
よ
り
利
用
者
の
負

担
が
増
え
た
こ
と
は
確
認
し
て
い
る

が
、
町
外
の
事
業
所
も
運
行
し
て
お

り
、
料
金
体
系
も
異
な
る
こ
と
か

ら
、
ど
の
よ
う
な
補
助
の
方
法
が
あ

る
の
か
も
含
め
、
今
後
、
調
査
・
検

討
し
て
い
き
た
い
。

(3)
令
和
３
年
度
の
補
助
金
額
は
留
萌

別
苅
線
が
年
額
４
７
４
万
４
千
円
、

利
用
者
数
が
９
万
１
８
４
５
人
で
前

年
比
７
４
８
２
人
、
７ 

・
５
％
の
減
、

別
苅
雄
冬
線
は
年
額
８
６
８
万
円
、

利
用
者
数
が
36
人
で
前
年
比
83
人
、

69
・
８
％
の
減
、
留
萌
札
幌
線
は
利

用
者
数
が
２
３
５
２
人
、
４
年
度
当

初
予
算
額
は
６
４
３
万
円
。

　
現
在
の
沿
岸
バ
ス
の
運
行
経
路
は
、

３
年
４
月
か
ら
変
更
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
際
、
主
要
公
共
施
設
前
を
経
由

す
る
路
線
を
提
案
し
、
実
際
に
運
行

し
て
い
る
バ
ス
を
使
用
し
て
、
試
験

走
行
を
行
っ
た
結
果
、
運
行
事
業
者

と
し
て
、
最
も
効
率
的
で
安
全
に
運

行
で
き
る
経
路
が
最
優
先
と
の
こ
と

か
ら
、
当
町
の
要
望
に
は
添
え
な
い

と
の
結
論
に
至
り
、
現
在
の
経
路
と

な
っ
て
い
る
。

　
な
お
現
在
、
留
萌
別
苅
線
が
１
日

９
往
復
、
別
苅
雄
冬
線
が
１
日
３
往

復
、
運
行
し
て
お
り
、
全
て
低
床
バ

ス
で
運
行
し
て
い
る
。
車
イ
ス
を
利

用
す
る
乗
客
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

事
前
に
連
絡
し
て
い
た
だ
け
る
と
、

よ
り
丁
寧
な
対
応
が
可
能
と
の
こ
と
。

　
現
状
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
カ
ー
の

普
及
や
人
口
減
少
に
伴
い
、
利
用
者

が
減
少
し
、
厳
し
い
経
営
状
況
に
あ

る
こ
と
は
認
識
し
て
お
り
、
公
共
交

通
会
議
の
議
題
と
す
る
こ
と
は
可
能

だ
が
、
地
域
の
状
況
を
把
握
し
判
断

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

○
小
田
議
員

　
介
護
タ
ク
シ
ー
料
金
が
高
い
と
思

い
、
自
宅
か
ら
留
萌
市
立
病
院
ま
で

の
距
離
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
計
算

し
た
と
こ
ろ
片
道
３
千
円
位
か
ら
５

千
円
位
に
上
が
る
と
い
う
こ
と
で
、

要
介
護
者
は
良
い
が
、
要
支
援
者
の

方
に
重
く
こ
の
金
額
が
の
し
か
か
っ

て
く
る
。
な
る
べ
く
早
い
調
査
・
研

究
を
し
て
、
ど
の
よ
う
な
形
で
助
成

で
き
る
か
を
、
町
民
に
示
し
て
い
た

だ
け
な
い
か
。

○
町
長

　
役
場
か
ら
留
萌
市
立
病
院
ま
で
３

１
５
０
円
が
５
２
５
０
円
に
な
り
、

66
％
上
が
る
よ
う
だ
が
、
こ
ん
な
に

燃
料
等
は
上
が
っ
て
い
な
い
と
思
う

が
大
幅
な
値
上
げ
で
あ
る
。
６
月
１

日
に
改
正
さ
れ
た
ば
か
り
で
、
各
社

で
料
金
体
系
が
違
う
と
い
う
こ
と
な

の
で
人
数
、
負
担
額
な
ど
実
態
調
査

を
し
、
ど
の
よ
う
な
形
で
支
援
が
で

き
る
か
、
で
き
な
い
か
判
断
し
た
い
。

～車両入替で乗り降りがしやすくなった「あっぷるハイヤー」～

　《運行時間》９：００～１７：００（土日・祝日除く）

　《運行区域》  増毛町内全域
　　　　　　    （留萌市等、町外への運行はできません）

　《申込み先》 ☎５３ー１０２２
　※事前予約はできませんので、ご利用の際にお電話ください。
　※混雑時はお待ちいただく場合もございますので、
　　ご了承ください。

有償運送
事業
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○
酒
井
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
の
医
師

　
　
　
　
　
　
　
　
が
着
任
し
て
20

　
　
　
　
　
　
　
　
年
以
上
経
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
が
、
一
昨
年
に

　
　
　
　
　
　
　
　
１
人
増
え
て
２

人
体
制
に
な
り
、
余
裕
を
も
っ
て
診

療
に
当
た
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
良

か
っ
た
と
思
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

２
月
の
合
同
常
任
委
員
会
で
、
４
月

に
医
師
１
人
が
退
職
す
る
と
の
話
が

あ
り
、
そ
の
後
、
実
際
に
４
月
末
で

退
職
し
た
と
聞
い
た
が
、
短
期
間
で

退
職
し
た
こ
と
は
何
か
特
別
な
理
由

が
あ
っ
た
の
か
。
元
々
１
人
体
制
で

大
変
で
あ
り
、
医
師
の
年
齢
的
な
こ

と
も
考
え
る
と
、
こ
れ
か
ら
先
の
こ

と
が
心
配
に
な
る
。
６
か
月
後
く
ら

い
に
後
任
が
着
任
予
定
と
の
こ
と

だ
っ
た
が
、
そ
の
時
期
や
内
容
に
変

更
は
な
い
の
か
。
も
し
、
変
更
が
あ

る
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
状
況
な

の
か
。

　
ま
た
、
従
来
か
ら
土
日
祝
日
に
は

医
師
の
派
遣
を
受
け
て
診
療
所
の
医

師
の
休
日
を
確
保
し
て
い
た
と
思
う

が
、
現
在
の
状
況
は
。

　
次
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

保
険
証
と
し
て
利
用
で
き
る
「
マ
イ

ナ
保
険
証
」
が
昨
年
10
月
に
導
入
さ

れ
、
国
は
全
国
の
医
療
機
関
や
薬
局

に
シ
ス
テ
ム
導
入
を
義
務
付
け
る
方

針
で
あ
る
が
、
当
診
療
所
の
シ
ス
テ

ム
導
入
に
要
し
た
費
用
は
い
く
ら
か
。

ま
た
、
「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
利
用
者

は
こ
れ
ま
で
何
人
か
。

○
町
長

　
澁
佐
医
師
の
退
職
に
つ
い
て
詳
細

な
理
由
は
聞
い
て
い
な
い
が
、
出
身

地
に
戻
ら
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。
後

任
に
つ
い
て
は
、
時
期
的
な
こ
と
も

含
め
再
度
確
認
し
て
い
る
。
も
う
し

ば
ら
く
待
っ
て
ほ
し
い
。

　
ま
た
、
休
日
等
の
診
療
支
援
は
、

札
幌
医
科
大
学
か
ら
医
師
派
遣
を
受

け
て
い
る
他
、
札
幌
市
の
共
立
五
輪

橋
病
院
の
診
療
支
援
を
受
け
て
、
月

に
２
日
ほ
ど
の
休
暇
を
診
療
所
長
に

取
得
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
シ
ス
テ
ム
導
入
費
用
は
、
合
同
常

任
委
員
会
で
示
し
た
と
お
り
、
99
万

円
で
、
財
源
は
国
庫
補
助
金
が
42
万

９
０
０
０
円
、
一
般
財
源
が
56
万
１

０
０
０
円
で
あ
る
。
４
月
20
日
の
運

用
開
始
か
ら
、
今
ま
で
の
利
用
者
は

１
人
で
あ
る
。
利
用
者
が
増
え
な
い

要
因
と
し
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
取
得
後
に
、
保
険
証
と
し
て
利

用
す
る
た
め
の
保
険
証
利
用
申
し
込

み
が
必
要
で
あ
り
手
続
き
が
熕は

ん
ざ
つ雑
で

あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
自
身
で

手
続
き
を
す
る
こ
と
が
難
し
い
方
は
、

役
場
町
民
課
戸
籍
係
で
登
録
の
手
伝

い
を
す
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
、
問

い
合
わ
せ
し
て
ほ
し
い
。
　

○
酒
井
議
員

　
す
ぐ
に
後
任
が
決
ま
ら
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
で
長
期
に
医
師
の
派
遣

を
い
た
だ
き
、
診
療
に
あ
た
っ
て
い

た
こ
と
も
過
去
に
は
あ
っ
た
よ
う
で
、

そ
の
よ
う
な
状
況
は
あ
り
得
る
こ
と

か
。

○
町
長

　
医
師
の
招
へ
い
事
業
は
、
非
常
に

難
し
い
事
業
な
の
で
、
各
自
治
体
が

苦
労
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
当

町
は
比
較
的
道
央
圏
か
ら
近
い
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
関
心
を
示
す
医
師

が
い
る
と
思
っ
て
い
る
。

○
酒
井
議
員

　
診
療
所
で
診
察
を
受
け
る
方
は
、

年
齢
が
高
い
方
が
多
い
の
か
な
と
思

う
が
、
「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
の
利
用

者
が
増
え
る
要
素
は
あ
る
か
。

○
町
長

　
手
続
き
が
煩
雑
と
い
う
こ
と
が
課

題
だ
と
思
っ
て
い
る
。
高
齢
者
に
は

な
か
な
か
難
し
い
。
す
ぐ
に
は
増
え

て
い
か
な
い
状
況
で
あ
る
。

～市街診療所でもマイナ保険証を利用できる
　　　マイナンバーカードリーダーを設置している～

市
街
診
療
所
の
診
察
体
制

市
街
診
療
所
の
診
察
体
制

等
に
つ
い
て

等
に
つ
い
て

酒井議員

QA
再
度
確
認
し
て
い
る

後
任
医
師
の
予
定
は
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○
酒
井
議
員

　
「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
を
カ
ー
ド
に

紐
づ
け
し
て
使
用
す
る
と
、
新
た
に

窓
口
で
費
用
負
担
が
生
じ
、
一
部
が

医
療
機
関
に
還
元
さ
れ
る
と
い
う
よ

う
な
こ
と
も
何
か
で
見
た
が
、
具
体

的
に
は
あ
る
の
か
。

○
診
療
所
事
務
長

　
シ
ス
テ
ム
整
備
が
完
了
し
て
い
れ

ば
、
令
和
６
年
３
月
ま
で
従
来
の
保

険
証
を
使
用
し
た
場
合
で
も
初
診
時

に
３
割
負
担
の
場
合
は
３
点
９
円
を

算
定
で
き
る
の
で
、
こ
れ
を
算
定
し

て
い
る
。
「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
で
受

診
し
た
場
合
は
、
現
在
、
電
子
カ
ル

テ
と
の
情
報
連
携
が
未
済
な
の
で
算

定
で
き
な
い
。

○
酒
井
議
員

　
例
え
ば
保
育
所
の
入
所
手
続
き
や

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
申
込
み
と
か
、

他
の
自
治
体
で
や
っ
て
い
る
よ
う
な

こ
と
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

利
用
し
て
行
政
手
続
き
を
オ
ン
ラ
イ

ン
で
進
め
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を

考
え
た
こ
と
は
あ
る
か
。

○
町
長

　
こ
う
い
っ
た
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は

難
し
い
部
分
も
あ
る
の
で
、
高
齢
の

方
々
に
対
し
て
ど
う
い
う
便
利
さ
を

提
示
で
き
る
の
か
、
や
は
り
、
今
の

と
こ
ろ
町
だ
け
で
は
難
し
い
と
思
っ

て
い
る
。

○
大
井
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
年
度
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
合
同
墓
の
建
設

　
　
　
　
　
　
　
　
が
ス
タ
ー
ト
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
か
ら
の
行

　
　
　
　
　
　
　
　
く
末
を
案
じ
て

い
た
町
民
の
方
や
関
係
す
る
方
は
、

一
安
心
で
は
な
い
か
と
思
う
。

(1)
建
設
さ
れ
る
時
期
は
、
ど
の
よ
う

な
計
画
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

(2)
建
設
さ
れ
る
場
所
は
、
小
笠
原
丸

殉
難
者
慰
霊
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る

後
ろ
あ
た
り
の
場
所
か
。

(3)
遺
骨
の
収
容
数
は
千
体
程
度
と

な
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
形
態

に
す
る
の
か
。
ま
た
使
用
期
間
は
何

年
を
考
え
て
い
る
の
か
。

(4)
合
同
墓
の
使
用
料
は
、
１
万
円
か

ら
２
万
円
く
ら
い
と
す
る
自
治
体
が

ほ
と
ん
ど
だ
が
、
当
町
の
使
用
料
は

確
定
し
て
い
る
の
か
。

(5)
宗
教
性
を
帯
び
な
い
合
同
墓
が
ほ

と
ん
ど
だ
が
、
中
に
は
寺
院
の
お

墓
・
納
骨
堂
等
に
預
け
て
い
る
遺
骨

は
合
同
墓
に
埋
蔵
す
る
こ
と
が
で
き

な
く
て
、
自
治
体
が
管
理
し
て
い
る

墓
地
か
ら
合
同
墓
へ
移
す
方
に
限
る

自
治
体
も
あ
る
よ
う
だ
。
当
町
は
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

(6)
無
縁
墓
が
増
え
る
こ
と
を
避
け
る

た
め
、
お
墓
の
撤
去
や
墓
じ
ま
い
に

要
す
る
費
用
を
少
し
で
も
軽
減
す
る

よ
う
に
、
補
助
金
制
度
を
設
け
て
は

ど
う
か
。

○
町
長

(1)
お
盆
時
期
終
了
後
の
９
月
か
ら
11

月
ま
で
の
期
間
で
、
建
設
を
進
め
る

計
画
で
あ
る
。

(2)
小
笠
原
丸
慰
霊
碑
の
裏
側
の
空
き

区
画
へ
の
建
設
を
予
定
し
て
い
る
。

(3)
収
容
数
は
千
体
と
し
、
使
用
期
間

は
30
年
と
考
え
て
い
る
。

(4)
建
設
や
維
持
に
か
か
る
費
用
を
勘

案
し
、
近
隣
の
自
治
体
の
金
額
を
参

考
に
現
在
、
検
討
中
で
あ
る
。

(5)
建
設
も
始
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
か

合
同
墓
建
設
事
業
に
つ
い

合
同
墓
建
設
事
業
に
つ
い

てて大井議員①

QA
墓
の
撤
去
等
に
要
す
る
費

用
の
補
助
や
生
前
予
約
の

制
度
は
考
え
て
い
る
か

他
市
町
村
の
状
況
を
調
査
・

研
究
し
た
い

　マイナ保険証に利用申込みすると、就職や転職、引っ越し

してもマイナンバーカードで医療機関・薬局を利用できます。

　またマイナポータルのサイトやアプリで特定健診の結果や

処方された薬、支払った医療費が確認できたり、自身の同意

がある場合に限って、過去の特定健診や処方された薬の情報

が医師や薬局に共有されるため、迅速かつ正確な診断に繋が

ることが期待されます。
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ら
運
用
方
法
等
は
決
定
し
て
い
な
い

が
、
近
隣
自
治
体
の
事
例
を
参
考
に

し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

(6)
今
ま
で
墓
じ
ま
い
の
手
続
き
に
来

た
方
か
ら
費
用
面
等
の
相
談
や
要
望

な
ど
は
受
け
て
い
な
い
の
で
、
補
助

金
制
度
を
設
け
る
考
え
は
な
い
が
、

引
き
続
き
他
市
町
村
の
状
況
を
調

査
・
研
究
し
た
い
。

○
大
井
議
員

　
工
期
に
つ
い
て
は
、
９
月
～
10
月

頃
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
地
下
に

埋
葬
す
る
為
の
掘
削
作
業
は
、
そ
の

工
期
内
で
終
了
で
き
る
の
か
。

○
企
画
財
政
課
長

　
工
期
は
10
月
ま
で
で
は
な
く
、
11

月
ま
で
の
90
日
間
な
の
で
、
工
事
に

は
何
ら
支
障
な
く
、
掘
削
も
で
き
る

と
聞
い
て
い
る
。

○
大
井
議
員

　
場
所
に
つ
い
て
は
、
小
笠
原
丸
慰

霊
碑
の
後
ろ
側
で
、
狭
い
ス
ペ
ー
ス

だ
と
思
う
が
、
そ
こ
で
本
当
に
良
い

の
か
。

○
企
画
財
政
課
長
　
　
　
　
　
　
　

　
合
同
墓
の
容
積
は
縦
が
３
・
25
ｍ
、

横
が
２
ｍ
の
ス
ペ
ー
ス
に
な
る
予
定

で
、
現
状
の
敷
地
は
縦
が
11
ｍ
、
横

が
６
・
７
ｍ
あ
る
の
で
、
建
設
に
は

何
ら
支
障
が
な
い
と
思
わ
れ
る
。

○
大
井
議
員

　
皆
さ
ん
が
合
同
墓
だ
と
い
う
確
認

が
で
き
る
、
も
う
少
し
広
い
場
所
は

な
か
っ
た
の
か
。

○
企
画
財
政
課
長

　
か
な
り
草
が
生
え
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
が
、
古
く
か
ら
の
墓
地
な
の

で
、
ど
こ
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る
か
分

か
ら
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
小
笠
原

丸
慰
霊
碑
の
裏
に
つ
い
て
は
、
完
全

に
埋
葬
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
確
認

で
き
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
に
建
設

し
た
ほ
う
が
、
よ
り
短
期
間
で
で
き

る
と
考
え
て
い
る
。

○
大
井
議
員

　
調
査
し
た
自
治
体
の
中
で
、
２
つ

の
自
治
体
が
生
前
予
約
制
度
を
採
用

し
て
お
り
、
い
ろ
い
ろ
な
条
件
は
あ

る
が
、
当
町
は
同
制
度
を
考
え
て
い

る
か
。

○
企
画
財
政
課
長

　
視
察
し
た
深
川
市
で
は
、
事
前
予

約
制
度
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て

も
一
長
一
短
あ
る
の
で
、
今
後
ど
の

よ
う
な
形
で
進
め
れ
ば
良
い
の
か
、

予
約
制
度
も
含
め
て
検
討
し
た
い
。

○
大
井
議
員

　
同
窓
会
支
援
事
業
は
、
平
成
28
年

４
月
よ
り
開
始
し
た
事
業
で
あ
る
。

開
催
さ
れ
る
同
窓
会
ご
と
に
か
か
る

経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
も
の
で
、

30
人
以
上
出
席
の
場
合
は
５
万
円
、

30
人
未
満
は
３
万
円
、
そ
の
他
の
条

件
と
し
て
15
人
以
上
、
そ
の
う
ち
５

人
以
上
の
居
住
地
が
町
外
で
あ
る
こ

と
な
ど
が
あ
る
。
開
始
し
た
28
年
度

は
15
団
体
４
８
２
人
、
29
年
度
は
12

団
体
２
９
６
人
、
30
年
度
は
15
団
体

３
８
０
人
、
31
年
度
か
ら
令
和
３
年

度
ま
で
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
ま
だ

拡
大
し
て
い
る
中
で
中
止
せ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
た
。
今
年

度
は
さ
ら
な
る
安
心
・
安
全
の
確
保

に
向
け
て
拡
大
防
止
対
策
に
取
組
な

が
ら
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
、
民
間

団
体
等
は
人
数
・
時
間
制
限
を
設
け
、

懇
親
会
等
の
飲
食
を
伴
う
会
合
が
開

催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ

の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
同
窓
会

支
援
事
業
の
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
。

　
同
窓
会
の
開
催
は
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
大
人
数
で
の
開
催

は
難
し
い
と
思
う
が
、
感
染
症
予
防

を
徹
底
し
参
加
す
る
こ
と
で
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

Ｐ
Ｒ
や
地
元
増
毛
町
の
活
性
化
に
も

繋
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思

ふ
る
さ
と
納
税
Ｐ
Ｒ
と
地
域

ふ
る
さ
と
納
税
Ｐ
Ｒ
と
地
域

経
済
の
活
性
化
に
繋
が
る
同

経
済
の
活
性
化
に
繋
が
る
同

窓
会
支
援
事
業
に
つ
い
て

窓
会
支
援
事
業
に
つ
い
て

大井議員②

QA
特
例
で
参
加
人
数
を
少
人

数
に
し
、
人
数
に
応
じ
た

金
額
に
し
て
は

少
人
数
で
の
開
催
は
事
業

の
目
的
に
合
致
し
て
い
な

い
の
で
考
え
て
い
な
い

～小笠原丸慰霊碑の裏側が合同墓建設予定地となっている～
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う
の
で
、
特
例
と
し
て
参
加
人
数
の

要
件
を
多
少
な
り
と
も
少
人
数
に
す

る
こ
と
や
補
助
金
の
交
付
条
件
に
つ

い
て
も
、
参
加
人
数
に
応
じ
た
金
額

に
す
る
な
ど
同
様
に
考
え
て
は
。

○
町
長

　
同
窓
会
支
援
事
業
は
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
Ｐ
Ｒ
と
地
域
経
済
の
活
性
化

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
28

年
度
に
開
始
し
た
事
業
で
あ
り
、
当

初
は
町
内
で
開
催
す
る
15
人
以
上
が

参
加
す
る
同
窓
会
に
３
万
円
の
商
工

会
商
品
券
を
交
付
す
る
こ
と
と
し
て

い
た
が
、
活
用
さ
れ
た
方
々
の
要
望

に
よ
り
、
29
年
度
か
ら
は
参
加
者
が

30
人
以
上
と
な
る
同
窓
会
に
は
５
万

円
の
商
品
券
を
交
付
す
る
こ
と
と
し

て
、
町
内
経
済
の
活
性
化
に
役
立
っ

て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。
同
窓
会
支

援
事
業
の
参
加
人
数
の
特
例
的
な
変

更
に
つ
い
て
は
、 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
収
束
し
て
い
な
い
中
、

町
と
し
て
普
段
会
わ
な
い
方
と
の
飲

食
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
は
、
現

時
点
で
は
控
え
た
い
と
考
え
て
お
り
、

ま
た
少
人
数
で
の
開
催
は
、
同
窓
会

支
援
事
業
の
目
的
に
は
合
致
し
な
い

こ
と
か
ら
、
対
象
要
件
等
の
変
更
は

考
え
て
い
な
い
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
町
内
飲
食
店
の
疲
弊
を
何
と
か
し

た
い
気
持
ち
か
ら
の
発
案
で
あ
り
、

そ
の
思
い
は
同
様
な
の
で
、
基
本
的

な
感
染
防
止
行
動
を
徹
底
し
た
上
で
、

 

「
増
毛
元
気
回
復
！
応
援
券
」
な
ど

を
活
用
し
、
家
族
で
の
飲
食
店
の
積

極
的
利
用
な
ど
に
よ
り
、
コ
ロ
ナ
収

束
ま
で
町
内
経
済
を
支
え
て
い
た
だ

き
た
く
お
願
い
し
た
い
。

○
大
井
議
員

　
確
か
に
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
ま
だ
収

束
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
少
し

無
理
か
な
と
思
う
が
、
た
だ
こ
れ
か

ら
同
窓
会
支
援
事
業
に
つ
い
て
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

私
た
ち
の
時
代
は
子
ど
も
の
人
数
が
、

１
学
年
１
５
０
人
、
２
０
０
人
い
た

時
代
も
あ
っ
た
が
、
現
在
、
１
学
年

１
ク
ラ
ス
、
20
人
か
ら
30
人
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
先
ど
う
な
る
か

分
か
ら
な
い
が
、
こ
う
い
っ
た
同
窓

会
の
人
数
は
15
人
以
上
30
人
と
い
う

の
は
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
と
思
う
が
。

○
町
長
　

　
当
初
は
15
人
以
上
で
３
分
の
１
の

５
人
が
、
町
外
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

同
窓
会
な
の
で
、
現
在
、
１
ク
ラ
ス

は
20
～
30
人
で
あ
る
が
、
同
窓
会
を

や
る
方
は
年
齢
の
高
い
方
で
、
ず
っ

と
こ
の
よ
う
な
形
で
は
な
く
、
15
人

が
良
い
と
こ
ろ
だ
と
思
う
。
こ
れ
を

10
人
に
し
た
ら
、
た
だ
の
飲
み
会
に

な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。
目

的
も
ふ
る
さ
と
納
税
の
Ｐ
Ｒ
と
い
う

こ
と
も
あ
る
の
で
、
当
初
の
15
人
以

上
が
良
い
と
こ
ろ
だ
と
思
っ
て
い
る
。

○
大
井
議
員

　
補
助
す
る
金
額
は
、
町
長
が
一
番

妥
当
だ
と
思
う
人
数
が
15
人
以
上
で

３
万
円
の
よ
う
だ
が
、
割
り
返
す
と

１
人
当
た
り
２
千
円
な
の
で
、
15
人

以
上
30
人
未
満
の
場
合
、
参
加
人
数

か
け
る
２
千
円
を
支
給
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

○
町
長

　
20
人
だ
っ
た
ら
４
万
円
、
25
人
な

ら
５
万
円
で
は
な
く
、
こ
の
制
度
が

あ
る
の
で
同
窓
会
を
や
り
ま
し
ょ
う

と
い
う
こ
と
な
の
で
、
理
解
い
た
だ

き
た
い
。

○
上
野
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
還
付
金
詐
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
事
件
が
報
道
番

　
　
　
　
　
　
　
　
組
や
ワ
イ
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ョ
ー
で
取
り

　
　
　
　
　
　
　
　
上
げ
ら
れ
、
20

代
の
金
融
庁
職
員
が
詐
欺
事
件
に
加

担
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
若
い
世

代
の
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
に
つ
い
て
話

～地域経済活性化のため町職員が
　　　　　　　　　　ふるさと納税ＰＲを行っている～

金
融
教
育
に
つ
い
て

金
融
教
育
に
つ
い
て

上野議員

QA
各
々
、
昨
今
の
金
融
関
係

の
諸
問
題
も
取
り
入
れ
学

習
し
て
い
る

小
中
学
校
と
生
涯
教
育
の

金
融
教
育
は
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
る
の
か
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題
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
お

金
の
扱
い
に
つ
い
て
学
習
し
て
い
く

と
思
う
が
、
当
町
の
小
学
校
や
中
学

校
で
は
、
改
訂
さ
れ
た
学
習
指
導
要

領
の
下
、
金
融
教
育
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
振
り
込
め
詐
欺
事
件
の
話

題
が
連
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
い

る
が
、
生
涯
教
育
の
分
野
で
は
金
融

教
育
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
る
の
か
。

○
教
育
長

　
学
習
指
導
要
領
で
は
、
児
童
・
生

徒
の
発
達
段
階
を
踏
ま
え
て
、
消
費

者
教
育
・
金
融
経
済
教
育
に
関
し
て

履
修
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
各

教
科
に
お
い
て
身
近
な
家
庭
生
活
や

社
会
全
体
に
お
け
る
市
場
経
済
の
仕

組
み
な
ど
の
知
識
を
得
る
学
習
を

行
っ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
小
学

校
で
は
５
・
６
年
の
家
庭
科
に
お
い

て
「
物
や
金
銭
の
大
切
さ
、
計
画
的

な
使
い
方
、
身
近
な
物
の
選
び
方
・

買
い
方
」
な
ど
を
学
ん
で
い
る
。
中

学
校
で
は
社
会
科
の
公
民
で
「
市
場

の
働
き
と
経
済
」
の
項
目
の
中
で
、

 

「
価
格
の
働
き
、
金
融
の
仕
組
み
や

働
き
」
な
ど
を
学
ん
で
、
ま
た
「
国

民
の
生
活
と
政
府
の
役
割
」
の
項
目

で
は
、
「
消
費
者
の
保
護
や
租
税
の

意
義
と
役
割
」
な
ど
を
学
ん
で
い
る
。

家
庭
科
で
は
、「
家
庭
生
活
の
消
費
」

の
項
目
の
中
で
、
「
消
費
者
の
基
本

的
な
権
利
と
責
任
や
、
金
銭
の
管
理

と
購
入
」
を
学
ん
で
い
る
。
学
習
指

導
要
領
の
基
準
に
沿
っ
て
答
え
た
が
、

学
習
内
容
に
つ
い
て
は
使
用
さ
れ
て

い
る
教
科
書
の
展
示
会
を
現
在
、
文

化
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
る
。
小
中

学
生
の
発
達
段
階
に
応
じ
て
、
昨
今

の
金
融
関
係
の
諸
問
題
も
取
り
入
れ
、

具
現
化
さ
れ
た
内
容
で
授
業
を
行
っ

て
い
る
。

　
生
涯
学
習
の
分
野
で
の
金
融
教
育

は
暑
寒
大
学
の
学
習
に
お
い
て
、
警

察
の
協
力
を
い
た
だ
き
「
高
齢
者
の

交
通
安
全
及
び
防
犯
教
室
」
の
講
座

で
「
振
り
込
め
詐
欺
や
ネ
ッ
ト
犯
罪

等
へ
の
注
意
喚
起
」
の
学
習
会
を

行
っ
て
い
る
。

○
上
野
議
員

　
最
近
の
教
科
書
は
、
カ
ラ
フ
ル
で

写
真
や
イ
ラ
ス
ト
を
多
用
し
て
、
非

常
に
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
書
か
れ
て
、

読
ん
で
い
て
勉
強
に
な
っ
た
。
中
学

校
の
技
術
家
庭
の
教
科
書
は
消
費
者

マ
イ
ン
ド
（
意
識
）
に
立
っ
た
記
述

が
多
く
、
公
民
だ
と
起
業
に
対
し
て

記
述
さ
れ
て
い
る
ペ
ー
ジ
も
若
干

あ
っ
た
。
私
は
当
町
の
人
の
地
域
性

と
し
て
、
起
業
に
つ
い
て
消
極
的
だ

と
思
っ
て
い
る
。
一
丁
目
通
り
だ
と
、

留
萌
市
の
業
者
は
数
多
く
出
店
し
て

い
て
、
当
町
の
方
は
新
規
で
出
店
し

て
い
る
人
は
あ
ま
り
い
な
い
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
小
中
学
生
も
素

直
な
子
ど
も
が
多
く
、
中
学
校
を
卒

業
し
て
就
職
さ
れ
る
方
も
い
た
り
、

留
萌
市
、
旭
川
市
や
札
幌
市
の
高
校

に
進
学
さ
れ
る
方
も
い
る
。
そ
れ
で

純
粋
な
子
ど
も
た
ち
が
出
て
い
く
と
、

面
食
ら
う
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
て
、
増
毛
町
民
の
起

業
家
マ
イ
ン
ド
や
子
ど
も
た
ち
の
気

性
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
考
え
を

持
っ
て
い
る
の
か
。

○
教
育
長

　
教
科
書
は
全
国
の
学
習
指
導
要
領
、

均
一
的
な
方
針
に
基
づ
い
て
、
教
科

書
会
社
が
具
現
化
し
編
集
し
て
い
る

の
で
、
地
域
の
こ
と
に
関
し
て
は
中

学
校
の
段
階
で
は
教
科
書
に
載
る
こ

と
は
難
し
い
。
小
学
校
で
は
生
活
科

の
中
で
地
域
の
勉
強
も
し
て
お
り
、

中
に
は
町
の
課
題
を
含
め
教
材
を
先

生
が
作
り
上
げ
て
、
話
題
を
提
供
す

る
場
合
も
あ
る
。

　
子
ど
も
た
ち
の
様
子
だ
が
、
10
数

年
前
、
問
題
行
動
を
起
こ
す
子
ど
も

が
お
り
、
荒
れ
て
い
た
時
期
も
あ
る
。

そ
れ
に
比
べ
る
と
今
は
落
ち
着
い
て

い
る
と
感
じ
て
い
る
。
平
成
27
年
に

道
徳
が
教
科
と
な
る
改
正
が
示
さ
れ
、

そ
の
時
点
で
学
校
で
は
人
を
思
い
や

る
気
持
ち
を
育
て
る
た
め
の
研
修

　金融に関する知識や情報を正しく理解し、主体的に判

断することができる能力を指します。

　金融庁は「最低限身につける金融リテラシー」として、 

①家計管理、②生活設計、③金融知識及び金融経済事情に

ついての理解と適切な金融商品の利用選択、④外部の知見

の適切な活用の４分野に分けています。

　昔と比べ、金融商品が多様化、複雑化し投資詐欺商法

などが多発するなか、金融リテラシーの重要性は、ます

ます高まっています。
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会
・
研
究
会
を
行
い
、
道
教
委
の
指

定
も
受
け
、
道
徳
教
科
の
全
面
実
施

の
前
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
図

り
な
が
ら
指
導
し
て
い
る
。
そ
の
成

果
が
あ
っ
て
今
の
子
ど
も
た
ち
は
、

人
を
思
い
や
る
心
、
規
律
性
が
育
っ

て
き
た
と
感
じ
て
い
る
。
た
だ
、
そ

れ
が
や
は
り
「
お
と
な
し
い
」
と
捉

え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
令
和
２
年

度
の
教
育
執
行
方
針
の
中
で
「
考
動

力
」
と
い
う
言
葉
を
使
い
、
も
っ
と

考
え
て
自
ら
動
く
力
を
育
て
よ
う
と

授
業
で
も
、
国
の
指
針
に
よ
る
自
ら

考
え
る
力
を
引
き
出
す
授
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

○
上
野
議
員

　
金
融
庁
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
見
る

と
、
各
小
学
校
、
中
学
校
へ
講
師
を

派
遣
し
て
、
児
童
生
徒
あ
る
い
は
教

職
員
に
も
講
義
を
す
る
、
し
か
も
無

料
で
行
え
る
よ
う
な
の
で
、
取
組
と

し
て
は
可
能
か
。

○
教
育
長

　
金
融
庁
関
係
の
研
修
は
全
体
的
に

行
っ
て
い
な
い
が
、
社
会
の
仕
組
み
、

租
税
に
関
し
て
は
、
町
職
員
が
中
学

校
へ
出
向
い
て
出
前
授
業
も
行
っ
て

お
り
、
近
年
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
先

生
が
ネ
ッ
ト
環
境
で
研
修
を
進
め
て

い
る
。

○
上
野
議
員

　
生
涯
教
育
の
分
野
で
警
察
の
方
に

来
て
い
た
だ
い
て
の
取
組
は
年
に
何

回
行
っ
て
い
る
の
か
。

○
地
域
学
習
課
長

　
高
齢
者
向
け
に
暑
寒
大
学
の
中
で

年
に
１
回
必
ず
開
催
す
る
よ
う
に
し

て
い
る
。

○
合
羽
井
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
町
で
も
７

　
　
　
　
　
　
　
　
月
頃
か
ら
４
回

　
　
　
　
　
　
　
　
目
の
ワ
ク
チ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
の
接
種
が
実
施

　
　
　
　
　
　
　
　
さ
れ
る
よ
う
だ

が
、
今
回
の
接
種
は
発
症
・
重
症
化

予
防
の
た
め
、
対
象
者
は
３
回
目
接

種
か
ら
５
か
月
以
上
経
過
し
た
60
歳

以
上
の
方
と
18
歳
以
上
の
基
礎
疾
患

の
あ
る
方
、
ま
た
重
症
化
リ
ス
ク
の

高
い
方
と
な
っ
て
い
て
、
全
国
・
全

道
含
め
接
種
率
が
落
ち
込
ん
で
い
る

傾
向
で
、
道
に
お
け
る
５
月
29
日
時

点
の
医
療
従
事
者
を
除
く
全
体
の
接

種
率
が
、
１
回
目
76
・
１
％
、
２
回

目
75
・
５
％
、
３
回
目
60
・
５
％
と

発
表
の
資
料
が
あ
り
、
特
に
12
歳
か

ら
19
歳
で
は
、
１
回
目
76
・
７
％
、

２
回
目
75
・
７
％
、
３
回
目
23
・
５
％
、

ま
た
30
歳
か
ら
39
歳
で
は
１
回
目

80
・
３
％
、
２
回
目
79
・
８
％
、
３

回
目
44
・
６
％
と
若
い
世
代
の
接
種

率
が
３
回
目
で
下
が
っ
て
い
る
が
、

副
反
応
を
含
め
情
報
提
供
が
少
な
い

よ
う
に
思
う
。

(1)
３
回
目
ま
で
の
当
町
の
接
種
率
は
。

(2)
副
反
応
に
つ
い
て
の
調
査
は
行
っ

て
い
る
か
。

(3)
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
症
状
が
出
た

人
は
い
た
か
。

(4)
国
内
メ
ー
カ
ー
製
ワ
ク
チ
ン
「
ノ

バ
バ
ッ
ク
ス
」
の
接
種
条
件
と
接
種

方
法
は
。

○
町
長
　

(1)
全
体
で
１
回
目
89
・
６
％
、
２
回

目
89
％
、
３
回
目
80
・
３
％
と
な
っ

て
い
る
。
年
代
別
は
12
歳
か
ら
19
歳

で
は
１
回
目
、
２
回
目
と
も
に
82
・

３
％
、
３
回
目
68
・
８
％
、
20
代
で

は
１
回
目
88
・
３
％
、
２
回
目
87
・

５
％
、
３
回
目
70
・
１
％
、
30
代
で

は
１
回
目
83
・
１
％
、
２
回
目
82
・

８
％
、
３
回
目
71
・
１
％
と
な
っ
て

い
る
。
他
の
年
代
で
も
１
回
目
、
２

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

４
回
目
接
種
に
つ
い
て

４
回
目
接
種
に
つ
い
て

合羽井議員①

QA
全
国
的
に
若
い
世
代
等
で

接
種
率
が
下
が
っ
て
い
る

よ
う
だ
が
当
町
で
は

町
全
体
で
は
８
割
超
え
、

２０
代
・
３０
代
で
も
７
割
程

度
の
接
種
率

～町職員が中学校へ出向き行う租税に関する出前授業～
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回
目
と
比
べ
て
３
回
目
の
接
種
率
は

減
少
し
て
い
る
が
、
若
い
世
代
で
も

７
割
程
度
、
町
全
体
で
も
８
割
を
超

す
方
が
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
い
る
。

(2)
調
査
に
つ
い
て
は
、
当
町
で
は
実

施
し
て
い
な
い
。

(3)
接
種
会
場
で
は
い
な
か
っ
た
が
、

接
種
後
に
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
の
よ

う
な
症
状
で
市
街
診
療
所
を
受
診
し

た
方
が
い
た
が
、
治
療
に
よ
り
回
復

し
た
と
聞
い
て
い
る
。

(4)
当
町
で
は
ノ
バ
バ
ッ
ク
ス
は
接
種

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
札
幌
市
厚

別
区
の
ホ
テ
ル
エ
ミ
シ
ア
札
幌
に
設

置
し
て
い
る
「
北
海
道
ワ
ク
チ
ン
セ

ン
タ
ー
」
に
て
、
９
月
25
日
ま
で
の

毎
週
日
曜
日
、
１
日
１
２
０
人
の
定

員
と
な
る
が
、
18
歳
以
上
の
方
の
１

回
か
ら
３
回
目
の
接
種
で
あ
れ
ば
、

ウ
ェ
ブ
か
電
話
で
予
約
を
し
て
接
種

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、

予
約
に
は
接
種
券
が
必
要
と
な
る
の

で
、
お
手
元
に
無
い
場
合
に
は
再
発

行
を
す
る
の
で
、
福
祉
厚
生
課
保
健

指
導
係
ま
で
連
絡
を
い
た
だ
き
た
い
。

○
合
羽
井
議
員

　
こ
れ
ま
で
１
回
も
接
種
し
て
い
な

い
若
い
人
が
、
今
後
新
た
に
打
つ
方

法
は
あ
る
か
。

○
福
祉
厚
生
課
長

　
こ
れ
か
ら
行
う
４
回
目
の
接
種
の

際
に
、
今
ま
で
１
回
目
か
ら
３
回
目

の
接
種
を
控
え
て
い
た
方
も
含
め
て

対
応
で
き
る
の
で
、
福
祉
厚
生
課
ま

で
連
絡
を
い
た
だ
き
た
い
。

○
合
羽
井
議
員
　

　
防
災
無
線
で
18
歳
以
上
の
基
礎
疾

患
が
あ
る
方
は
連
絡
す
る
よ
う
周
知

し
て
い
る
が
、
ノ
バ
バ
ッ
ク
ス
の
接

種
方
法
も
含
め
、
改
め
て
防
災
無
線

等
で
情
報
提
供
し
て
欲
し
い
が
。

○
福
祉
厚
生
課
長
　

　
既
に
広
報
に
は
申
し
出
て
く
だ
さ

い
と
周
知
し
て
い
る
が
、
今
ま
で
接

種
を
控
え
て
い
た
人
も
含
め
、
希
望

す
る
方
に
接
種
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
周
知
内
容
を
検
討
し
て
い
く
。

○
合
羽
井
議
員
　

　
留
萌
管
内
で
幼
児
を
含
め
た
感
染

が
非
常
に
多
い
が
、
子
ど
も
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
率
は
。

○
福
祉
厚
生
課
長
　

　
５
歳
か
ら
11
歳
ま
で
の
接
種
率
は
、

１
回
目
が
55
・
６
％
、
２
回
目
が

53
・
２
％
と
な
っ
て
い
る
。

○
合
羽
井
議
員
　

　
子
ど
も
用
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
こ
れ

か
ら
接
種
す
る
可
能
性
は
な
い
の
か
。

○
福
祉
厚
生
課
長
　

　
新
た
に
５
歳
に
な
る
方
が
５
名
程

お
り
、
そ
の
方
々
は
個
別
で
７
月
に

予
防
接
種
を
予
定
し
て
い
る
が
、
そ

の
他
の
今
ま
で
控
え
て
い
た
人
に
改

め
て
希
望
を
聞
く
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
が
、　
福
祉
厚
生
課
に
連
絡
を

い
た
だ
け
れ
ば
、
ワ
ク
チ
ン
の
数
量

の
準
備
等
も
あ
る
の
で
検
討
し
、
接

種
で
き
る
と
思
う
が
、
人
数
に
つ
い

て
は
診
療
所
と
も
相
談
し
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

○
合
羽
井
議
員
　

　
来
年
の
秋
か
ら
再
来
年
の
春
く
ら

い
に
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
コ
ロ

ナ
の
混
合
ワ
ク
チ
ン
が
始
ま
る
と
の

一
部
情
報
も
あ
る
が
、
当
町
に
お
け

る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
接

種
率
は
。

○
福
祉
厚
生
課
長
　

　
令
和
３
年
度
の
実
績
で
は
、
65
歳

以
上
の
方
は
約
９
０
０
人
、
町
全
体

の
23
％
の
方
が
接
種
し
て
い
る
。

○
合
羽
井
議
員
　

　
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
は
80
％
以
上
の

接
種
率
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
接
種
率
が
23
％
は
少
な
く
感
じ
る

が
。

○
町
長
　

　
当
町
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
の
接
種
率
は
以
外
と
高
い
と
思
っ

て
い
る
の
で
、
仮
に
混
合
の
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
が
で
き
た
ら
、
他
の
自
治

体
よ
り
も
高
い
割
合
で
接
種
す
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。

　アレルギーを引き起こす食べ物、薬などの物質を体内に

取り入れたり、蜂に刺されることで毒素が体内に入り込み、

全身に様々なアレルギー症状を現れることを指します。

　症状で多いのは、じんましんなどの皮膚症状で、次に呼

吸器症状となっています。

　平成１３年４月１日から過去の健康危害等の程度、頻度

を考慮し、容器包装された加工食品等に特定の原材料を使

用した旨の表示を義務付けており、卵、乳、小麦、落花生、

そば、えび、かにの７品目が挙げられます。
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○
合
羽
井
議
員

　
近
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
へ
の
対
策
、
対
応
な
ど
業
務
負

担
が
増
加
し
、
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て

い
る
地
方
公
務
員
が
多
い
と
い
う
調

査
結
果
が
あ
る
。
コ
ロ
ナ
ま
ん
延
以

降
「
コ
ロ
ナ
う
つ
」
と
呼
ば
れ
る
人

が
増
え
、
生
涯
を
通
じ
て
心
の
病
気

に
か
か
る
割
合
が
５
人
に
１
人
と
言

わ
れ
、
特
に
働
き
盛
り
の
世
代
に
メ

ン
タ
ル
不
調
者
が
多
く
み
ら
れ
る
傾

向
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
総
務

省
の
資
料
で
は
、
所
属
課
で
見
る
と

民
生
関
係
・
総
務
関
係
が
多
く
、
年

代
別
で
は
40
代
の
職
員
が
27
・
４
％

と
多
く
、
係
長
・
一
般
職
員
が
該
当

す
る
。
休
職
者
は
10
～
20
代
、
30
代

が
多
い
傾
向
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
メ
ン
タ
ル
を
や
ら
れ
る
要
因
の

一
つ
に
理
不
尽
な
町
民
か
ら
の
ク

レ
ー
ム
が
あ
る
が
、
職
員
の
対
応
が

暗
い
雰
囲
気
・
接
し
方
だ
と
感
じ
て

い
る
。 

「
心
の
病
」
は
大
丈
夫
か
と

心
配
で
あ
る
。

(1)
新
型
コ
ロ
ナ
以
降
、
職
員
の
休
職

者
は
い
る
の
か
。

(2)
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
チ
ェ
ッ
ク
は
、

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

(3)
予
防
・
早
期
発
見
の
取
組
は
。

(4)
職
員
の
面
談
は
、
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
の
か
。

○
町
長
　

(1)
地
方
公
務
員
全
体
の
統
計
資
料
と

推
察
す
る
が
、
当
町
に
お
い
て
、
職

員
・
会
計
年
度
任
用
職
員
を
含
め
て

休
職
者
は
い
な
い
。

(2) 

(3)
例
年
、
職
員
健
診
の
問
診
票
と

同
時
に
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
調
査

票
を
配
付
し
、
提
出
し
て
貰
っ
て
い

る
。
提
出
さ
れ
た
調
査
票
は
、
専
門

の
委
託
業
者
で
分
析
し
て
貰
い
、
分

析
結
果
を
本
人
に
知
ら
せ
て
お
り
、

そ
の
結
果
を
町
の
精
神
保
健
医
で
あ

る
精
神
科
医
が
診
断
の
上
、
医
師
に

よ
る
「
こ
こ
ろ
の
相
談
室
」
の
開
設

を
周
知
し
、
面
談
機
会
を
確
保
す
る

ほ
か
、
他
の
相
談
機
関
の
情
報
提
供

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
対

面
で
は
な
い
相
談
機
会
の
確
保
と
し

て
、
市
町
村
共
済
組
合
に
よ
る
共
済

組
合
ニ
ュ
ー
ス
を
全
職
員
へ
配
信
し
、

24
時
間
対
応
の
電
話
相
談
先
や
臨
床

心
理
士
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
機

関
の
紹
介
、
さ
ら
に
北
海
道
や
留
萌

町
村
会
が
主
催
す
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
の
研
修
会
に
も
積
極
的
に
職
員
を

参
加
さ
せ
て
お
り
、
今
年
度
も
10
月

に
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修
会
」
に

職
員
の
参
加
を
予
定
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
取
組
に
よ
っ
て
予
防
に
努

め
、
管
理
職
等
に
よ
る
面
談
を
実
施

の
上
、
相
談
・
助
言
・
指
導
を
行
う

な
ど
早
期
の
発
見
に
努
め
て
い
る
。

(4)
年
度
当
初
の
５
月
頃
と
必
要
に
応

じ
て
年
度
途
中
で
の
中
間
面
談
、
年

度
末
の
２
月
頃
に
業
務
目
標
に
対
す

る
成
果
の
人
事
面
談
を
実
施
し
て
お

り
、
そ
の
職
員
の
業
務
状
況
や
置
か

れ
て
い
る
様
子
等
に
つ
い
て
、
面
談

者
が
確
認
・
助
言
等
を
し
、
面
談
に

つ
い
て
は
話
し
や
す
い
環
境
の
確
保

に
努
め
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら
れ

る
よ
う
個
室
で
実
施
し
て
い
る
。
ご

職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

対
策
に
つ
い
て

対
策
に
つ
い
て

合羽井議員②

QA
職
員
の
対
応
が
暗
い
雰
囲

気
・
接
し
方
だ
と
感
じ
る
が

「
心
の
病
」は
大
丈
夫
か

各
種
の
取
組
に
よ
り
予
防

に
努
め
助
言
や
指
導
を

行
っ
て
い
る

１．請願書、陳情書は右記の様式に準じ作成してください。
２．請願書には、町議会議員の紹介、議員１名以上の署名または記名
　捺印が必要です。
３．陳情書には紹介議員の必要はありません。
４．請願・陳情はいつでも受付けておりますが事務処理の都合があり
　ますので、なるべく定例会開会の１０日前までに提出ください。
５．その他不明の点について、議会事務局にお問合わせください。
　　電話５３－１３１１（議会事務局 直通）

請願書
　………について
　（請願の内容）
　請願者　（代表）○○○○㊞
　紹介議員　○○○○○
　（署名または記名捺印）
　　令和　　年　　月　　日
 　増毛町議会議長　○ ○ ○　殿

議会に請願、陳情される方へ
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指
摘
の
「
職
員
が
暗
い
雰
囲
気
・
接

し
方
と
感
じ
て
い
る
」
こ
と
に
つ
い

て
は
、
再
度
、
明
る
い
挨
拶
や
接
し

方
に
心
掛
け
、
来
庁
者
が
利
用
し
や

す
い
環
境
に
努
め
る
よ
う
指
導
し
て

い
き
た
い
。

○
合
羽
井
議
員

　
心
の
病
に
か
か
っ
た
人
は
い
な

か
っ
た
よ
う
だ
が
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
で
医
師
の
相
談

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
は
い

た
の
か
。

○
総
務
課
長

　
最
近
は
コ
ロ
ナ
で
心
の
相
談
室
を

開
設
し
て
い
な
い
が
、
直
近
で
は
令

和
２
年
度
１
名
、
平
成
30
年
度
１
名

と
な
っ
て
い
る
。

○
合
羽
井
議
員

　
医
師
の
相
談
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
、
令
和
３
年
度
は
い
な

く
て
、
２
年
度
は
１
人
、
そ
の
職
員

は
医
師
と
会
っ
た
だ
け
で
す
ぐ
対
応

で
き
た
の
か
、
何
日
か
休
ん
だ
の
か
。

　
管
理
職
は
、
町
長
や
副
町
長
が
面

談
を
行
っ
て
い
る
の
か
。
　

○
総
務
課
長

　
相
談
の
前
後
、
休
暇
は
、
取
っ
て

い
な
い
。

　
１
次
の
面
接
は
、
副
町
長
が
実
施

し
て
い
る
。

○
合
羽
井
議
員

　
管
理
職
の
面
談
は
、
年
に
何
回
か

町
長
と
行
っ
て
い
る
の
か
。

○
町
長

　
町
長
室
で
課
長
等
と
話
を
す
る
こ

と
は
あ
る
が
、
１
人
ず
つ
１
年
に
何

回
と
決
め
て
や
っ
て
は
い
な
い
。

○
合
羽
井
議
員

　
入
り
口
か
ら
電
気
の
明
る
さ
も
暗

い
イ
メ
ー
ジ
と
い
う
感
じ
な
の
で
、

変
え
て
い
く
と
少
し
明
る
く
な
る
の

で
は
な
い
か
。
町
民
課
や
税
務
課
な

ど
町
民
に
関
わ
る
１
階
の
職
員
で
、

仕
事
を
し
て
い
る
の
は
分
か
る
が
、

町
民
が
入
っ
て
き
て
も
顔
を
あ
げ
て

対
応
し
て
く
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
な

い
の
で
、
入
っ
て
来
た
ら
声
掛
け
す

る
こ
と
で
雰
囲
気
が
変
わ
っ
て
く
る

と
思
う
が
。

○
町
長

　
役
場
の
カ
ウ
ン
タ
ー
が
高
い
と
か
、

入
口
が
暗
い
と
か
構
造
的
な
問
題
、

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
の
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ

ン
・
マ
ス
ク
な
ど
の
要
因
も
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。
以
前
、
玄
関
側
に
向

い
て
い
た
机
を
見
ら
れ
て
い
る
よ
う

だ
と
の
声
で
横
向
き
に
し
た
。
気
が

つ
か
な
い
と
い
う
部
分
は
、
注
意
を

し
て
や
っ
て
い
く
し
か
な
い
。
今
後

は
町
民
の
目
線
に
立
っ
て
、
そ
の
職

員
が
応
対
で
き
る
よ
う
に
指
導
し
て

い
き
た
い
。　精神的、心理的健康状態のことで、最近では心理的

な健康の回復、維持や増進などのことも指します。

　また、メンタルヘルスを損なうと物事に集中できな

くなったり、決断力が鈍るなど、精神的な症状が表れ

て業務に支障が生じたりします。

　平成２７年１２月から労働者が５０人以上いる事業所

では、ストレスチェック（自分のストレス状態を調べ

る検査）が義務化され、メンタルヘルスの不調を未然

に防ぐ取組が行われています。
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　総務文教常任委員会所管施設としては今回３か所を視察しました。

一つめは、消防本部において導入した消防資機材について、消防本部に出向き説

明を受けました。

　消防本部では近年平成２９年度に高規格救急車等、平成３０年度にはポンプ付

救助工作車を導入、令和２年度には新型コロナウイルス感染症等の患者を隔離し

て搬送するための装置である陰圧式患者搬送器具（アイソレーター）を導入しま

した。アイソレーターの特徴としては、ビニール製のカプセル

式でストレッチャー上に設置し搬送できるように設計された携

帯可能な機材で、非常用救急車に積載して出動します。

　機材内部を陰圧状態に保ち、給排気フィルターにより汚染さ

れた空気を外部へ放出しない構造であり、側面にはゴム手袋が

装備されていることから、患者を収容後に直接、身体に触れる

ことなく簡易な処置が可能で救急隊員の感染リスクが最小限に

抑えられるため、現下のコロナ禍での活用は元より、コロナウ

イルス感染症以外の様々な感染症等にも有効活用が見込まれる

重要な資機材であり、こうした資機材は救急体制の維持を図る

目的や町民が安心・安全な生活を過ごすために今後も重要性が

高まっていくと思われます。

　二つめは、オーベルジュましけ、暑寒の間の冷暖房の更新状

況を視察しました。コロナ禍において宿泊旅行や大人数での宴

会、会食などの自粛が求められてきましたが、町内唯一のホテ

ルであるオーベルジュましけは観光や仕事で本町を訪れる方々

の宿泊、広間を活用した会食・会合など多くのニーズに対応し

ていただいていますが、老朽化した冷暖房設備を更新し、コロ

ナ禍後も見据え利用者に少しでも快適に利用していただくため

の備えを整えたようです。

　三つめは、旧富田屋旅館の改修事業について、これまで改修

を終えた箇所について視察しました。これまで数年をかけ同施

設については改修を進めています。増毛駅周辺は観光集客力が

ある場所で、復元された駅舎、観光案内所、旧商家丸一本間家、

国稀酒造など１丁目通りは風情のある町並みが当町の大きな魅

力の一つと多くの方々に認知されていますが、この旧富田屋旅

館も元々の建物が持つ風情を変えることのない改修が進められ

ています。令和４年度も改修が続きますので、訪れる観光客に

増毛らしさを感じて貰える施設になることを願っています。

総務文教総務文教
産業厚生産業厚生 合同常任委員会町内視察合同常任委員会町内視察

総 務 文 教 常 任 委 員 会

　５月１７日に総務文教・産業厚生の両常任委員会合同で町内視察を実施しました。

　今回の視察は、総務文教常任委員会では、新型コロナウイルス感染症患者を救急搬送するときに使用

する資機材やオーベルジュましけ等の施設を見学させていただきました。

　産業厚生常任委員会では、改築中の明和園の状況確認、農業基盤整備事業及び駅前周辺の整備状況な

ど、町民の皆様の関心が高く、多額の費用が伴う事業について、現地を視察してきましたので両常任委

員長による視察リポートを掲載します。

大井紀美惠 委員長

～感染症対策として導入されたアイソレーター～

～冷暖房設備の更新で利用しやすくなった暑寒の間～

～風情を変えることなく改修が進められている
　　　　　　　　　　　　　　 　　旧富田屋旅館～
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　総工費約２７億円！明和園のリニューアルは近年一番の大規模工事。

　２年振りに行った各委員会合同の町内視察。各委員会ごとのテーマに基づき、

新型コロナ対策も鑑みながら、屋外中心の視察を行った。

◆今回、当委員会の所管する施設の中で、町民の皆様の関心も高く注目されてい

るのが明和園改築工事の進捗状況だと思う。視察時点では建築・外構改築工事で

約５５% の完成であり、令和４年１２月の運用開始に向け、内装・外部塗装工事の真っ只中だった。

　一般的にまだ、完成をイメージできる段階ではないが、近年で一番の大工事により使いやすい施設

となることを願う一方、運営等、課題解消に向けた取組が重要であると考える。

　

◆一方、総額約８２億円、着工から９年を迎える「農業基盤整備事業」。総額の１割を町で負担し、そ

のほかは国、道、農家負担となっている。現在の進捗状況は７４．１%。田園風景が様変わりしたことは

もちろん、作業機械等も大型化していく。美味しいお米で増毛町をどんどん有名にして欲しいと思う。

◆駅前周辺（駅周辺整備事業）、リバーサイドパーク（観光施設整備事業）は観光事業の充実と推進

に期待をしたい。

　

◆最後に４月から開始された「有償運送事業（あっぷるハイヤー事業）」。当初は町有車での運用を行っ

てきたが、現場担当者やお客さんの意見を聞き町側も検討中とのことであった。

　その後７月に、よりハイヤー事業に則した車両が導入された。今後もより良い改善を行いながら町

民の移動の一躍を担っていただきたい。

産 業 厚 生 常 任 委 員 会

松倉　清道 委員長

～農業生産力の増加・向上が期待される基盤整備事業～

～リバーサイドパークは修繕箇所を確認～

～利用者の負担軽減を考え車両入替を行なった～

～駅駐車場は拡張工事が予定されている～

～あっぷるハイヤーの利用状況や課題等を確認～

～順調に進んでいる明和園改修工事～



　
「
祭
り
だ
!!
ワ
ッ
シ
ョ
イ
・
ワ
ッ

シ
ョ
イ
」

　
７
月
に
郷
土
の
鎮
守
増
毛
厳
島
神

社
、
例
大
祭
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
渡
御
は
３
年
ぶ
り
と
な

り
、
早
い
時
期
か
ら
実
施
に
向
け
て

検
討
し
て
準
備
を
進
め
て
き
た
と
聞

き
ま
し
た
。
　
　
　
　

　
今
回
、
例
大
祭
の
会
議
に
参
加
す

る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
会
議

に
は
担
当
役
員
会
を
設
け
、
そ
れ
ぞ

れ
役
割
分
担
が
、
一
目
瞭
然
と
解
る

よ
う
に
記
載
さ
れ
、
こ
れ
だ
け
の
皆

様
の
協
力
を
得
な
が
ら
準
備
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
改
め
て
感
謝
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
露
店
も
出
店

さ
れ
、
神
社
境
内
で
は
抽
選
会
の
復

活
、
餅
ま
き
等
子
ど
も
た
ち
も
大
人

も
大
喜
び
で
、
久
し
ぶ
り
に
町
中
が

活
気
に
満
ち
て
い
た
よ
う
で
す
。
こ

の
厳
島
神
社
は
「
北
海
道
文
化
財
指

定
」
を
受
け
る
寺
社
建
築
と
の
関
わ

り
を
現
在
に
伝
え
る
貴
重
な
財
産
で

す
。
　
　
　
　
　
　

　
ま
た
、
６
月
に
留
萌
市
で
「
留
萌

聖
徳
太
子
祭
」
が
行
わ
れ
、
こ
れ
も

３
年
ぶ
り
に
約
70
軒
の
露
店
が
出
店

さ
れ
、
多
く
の
市
民
で
賑
わ
っ
て
い

た
よ
う
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

の
太
子
祭
は
今
年
限
り
で
90
年
の
歴

史
に
幕
を
下
ろ
す
と
の
こ
と
で
す
。

運
営
に
携
わ
る
建
築
職
人
等
の
高
齢

化
に
伴
い
、
人
数
を
確
保
す
る
こ
と

や
、
後
継
者
不
足
も
進
ん
で
き
て
お

り
継
続
が
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
、

ま
た
１
つ
地
域
を
盛
り
あ
げ
て
き
た

も
の
が
消
え
て
い
く
の
は
、
と
て
も

残
念
で
悔
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　
最
近
、新
聞
紙
面
上
に
遠
別
町「
遠

別
町
民
大
学
」
の
１
０
０
回
記
念
を

節
目
と
し
て
30
年
あ
ま
り
の
歴
史
に

幕
を
閉
じ
る
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

　
や
は
り
、
携
わ
っ
て
い
る
関
係
者

の
高
齢
化
に
よ
り
継
続
が
難
し
い
と

判
断
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ

れ
ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
も
の
が
、
ど
ん
ど
ん

消
え
て
い
く
の
か
と
残
念
で
な
り
ま

せ
ん
。
皆
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
地

域
の
催
し
を
後
押
し
す
る
よ
う
に
、

 

「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
・
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」
を
、

何
と
し
て
も
継
続
し
て
い
っ
て
ほ
し

い
と
願
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
お
祭
り
で
見
せ
た
、

楽
し
そ
う
に
活
気
あ
ふ
れ
る
笑
顔
は
、

一
番
の
宝
物
で
す
。
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